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がまじゃんぱーとちゅーりっぷさんの観察日記
―筑波大学附属図書館でのキャラクター活用事例―
筑波大学附属図書館情報管理課 　
嶋　田　　　晋
事 例 報 告 第 64 回（2010 年度）東海地区大学図書館協議会研究集会（2010.8.26）
１．はじめに
筑波大学附属図書館では、平成 18（2006）年
４月より「キャラクター」を導入している。ガマ
（カエル）をモチーフにした「がまじゃんぱー」
とチューリップ（花）をモチーフにした「ちゅー
りっぷさん」である。筑波大学附属図書館ではこ
れらのキャラクターを活用することで、利用者か
らの注目を集めやすくなり、同時に職員の広報意
識を高めることができた 1）2）。
また、図書館界隈で著名なブロガーがこのキャ
ラクターに注目しブログで取り上げた 3）ことに
より、筑波大学附属図書館外での知名度も高ま
り、がまじゃんぱーとちゅーりっぷさんは名実と
もに筑波大学附属図書館の「顔」となることがで
きた。
本稿では、キャラクター誕生の経緯や作成にあ
たって苦心した点、キャラクターの評判や今後の
展開、また実際の活用例について解説する。
２．がまじゃんぱーとちゅーりっぷさん って誰？
「がまじゃんぱー」と「ちゅーりっぷさん」と
は、筑波大学附属図書館が作成した「キャラク
ター」である。
「がまじゃんぱー」はガマ（カエル）をモチー
フとしたキャラクターである。筑波山麓に生息す
る四六のガマから作られたとされる「がまの油」
売りの口上は有名であり、古典落語の題材になっ
たり伝統芸能として披露されたりしている。その
ため、筑波山といえば「がまの油」やガマ（ガマ
ガエル）が連想されることが多く（筑波山の土
産物としても販売されている）、それに由来して
いる。一方、「ちゅーりっぷさん」はチューリッ
プ（花）をモチーフにしたキャラクターである。
筑波大学附属図書館の愛称を「Tulips」（Tsukuba 
University Library Information Public Service）とい
う。長年親しまれ教員などには浸透した名称と
なっていて、そこに由来する。
作成当初は特に公式のプロフィールを作成・公
開してはいなかったが、後に図１、図２のような
プロフィールを公開した。
図１　がまじゃんぱーのプロフィール
図２　ちゅーりっぷさんのプロフィール
３．どうして生まれたの？
キャラクターの作成について具体的に動き出し
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たのは平成 17（2005）年度の後半になってから
だが、きっかけは幾つかある。
まず、当時から先行している事例がいくつかあ
り、それぞれ有効に活用され人気を博していたと
いう事実があった。例えば国立情報学研究所の
CAT/ILLのページに登場していたプワンとピヨ太
郎 4）、北海道大学の機関リポジトリ HUSCAPの
はすかっぷちゃん 5）などである。それら先行事
例を鑑み、職員の間でもキャラクターが欲しいと
いう話が出ていた。また、当時電子図書館シス
テムの更新を控えており、使い勝手やWebペー
ジ、特に附属図書館のトップページが大きく変わ
ることが決まっていたため、インパクトと浸透力
のある広報手段が必要とされていた。さらに偶然
にも広報関連に使えるお金があったため、キャラ
クター作成の動きが俄かに具体化することとなっ
た。
４．生みの苦しみ？
これらの状況を受けて、キャラクター作成の有
志一同の活動が開始された。特にワーキング・グ
ループといった公式のものを結成したわけではな
く、キャラクターに興味のある職員が集まって非
公式に形成された、まさに「有志」であった。特
に担当を決めず各々が得意分野で自発的に役割を
担当する形で、勉強会というよりはむしろ同好会
に近い雰囲気のメンバーであった。この有志メン
バーでミーティングを行い、最初にキャラクター
の使用目的や使用イメージを固めていった。Web
ページで使いたい、Q&Aで使用したい、グッズ
も作りたいなどである。その後、その目的・イ
メージに合わせたコンセプトを作成した。Q&A
で使用するなら 2人一組のキャラクターがよい、
また 2人一組なら人間同士がよいのか、それ以外
がよいのか、筑波大学附属図書館に相応しいキャ
ラクターとして、どんな造形がよいのかなど、ブ
レインストーミングを重ねていった。その結果、
2人一組でガマ（カエル）モチーフの男性形と
チューリップ（花）モチーフの女性形という基本
コンセプトが出来上がった。また偶然にも有志の
中に絵心のある人が居て、このコンセプトを実際
に図３、図４のようなラフスケッチに描き起こす
ことができた。これは具体的な設定を詰めるに当
たって重宝しただけでなく、後に上層部への説明
を行ったり業者にこちらのキャラクターのイメー
ジを伝えたりした時にも非常に役立った。
図３　がまじゃんぱーのラフスケッチ
図４　ちゅーりっぷさんのラフスケッチ
このようにキャラクターの作成そのものは楽し
く、また比較的スムーズに運んでいったが、上層
部への説明には気を遣った。ただ「キャラクター
を作りたい」と言うだけでは許可が出ないと予
想されたため、附属図書館全体の広報戦略の一環
という位置付けを行うことを考えた。具体的に
は「ブランディング戦略」と題したプレゼンテー
ションを作成し、電子図書館システム更新に際し
て、新電子図書館システムを含めた附属図書館ブ
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ランドと広報戦略の再構築が必要であり、附属図
書館ブランドと広報の強化の一策として、先行事
例を挙げた上でキャラクターが有効である旨を主
張した。幸いにして当時の上層部に理解があり、
予想よりも容易に作成の許可が下りた。
しかし、その後造形が具体化し最終的な許可を
取るに際して、問題が何点か指摘された。特に
チューリップモチーフの女性形について、「よく
見かけるような造形で権利面には問題がないか」
「やや幼く見えるため大学図書館のキャラクター
には相応しくないのでは」などの指摘が行われ、
ガマモチーフのキャラクターだけでよいのではと
いう話が出てきた。Q&Aなどで使える 2人一組
のキャラクターというコンセプトであるため、単
独では用途に制約が生じる点を主張し、引き続き
2体のキャラクターの必要性を説いた。一方で指
摘のあったチューリップモチーフの女性形には眼
鏡を追加する等、造形の修正を行い、大学図書館
のキャラクターとして違和感を持たれないように
した。また、呼称もそれまで「ちゅーりっぷちゃ
ん」と仮称していたものを「ちゅーりっぷさん」
と変更し、当初のコンセプトを維持しつつも上層
部の理解も得られるよう調整を図っていった。
なお名称について補足すると、チューリップモ
チーフの女性形は、学内に比較的浸透していた筑
波大学附属図書館の愛称である「Tulips」に由来
し「ちゅーりっぷさん（当初は「ちゃん」）」とす
ることは、早い段階から自然と決まっていた。ま
たガマモチーフの男性形についても、ほぼ同時期
に「がまじゃんぱー」という名称が仮決定してい
た。当時、電子図書館システムの更新が行われて
いたことは前述したが、ある時、仕様策定委員の
教員同士で電子図書館システムについて、片方は
システムの名称（愛称）が重要であるという立
場、もう一方は機能が十分であれば名称は重要で
はないという立場で深夜にメールで議論が行われ
た。その議論において、名称が重要であると主張
する教員が「名称が重要でないなら、新システム
は『がまじゃんぱー』などという名称でも構わな
いのか」と発言したのだが、あまりにインパクト
の強い名前だったため関係者の記憶に残った。そ
のため、ガマモチーフの男性形キャラクターの名
称を考えた際に、誰ともなくこの「がまじゃん
ぱー」が提案され、仮称を経て採用されるに至っ
た。筑波大学附属図書館の「飛躍」の象徴、機関
リポジトリのコンテンツをジャンプして獲得して
くる等の意味を後付で考えたが、語呂の良さもあ
るのか、意外なほど抵抗無く受け入れられた印象
がある。
また、命名当時は特に気にしていたわけではな
かったので、結果的にではあったが、「職員がカ
ウンターや電話で口にしても恥ずかしくない」程
度の名称になっているのではないかと考える。な
お、どちらも平仮名表記としたのは、キャラク
ターとしての「遊び」「柔軟さ」を意識してのこ
とだったが、表記のしにくさ、読みにくさという
問題が残った。
５．BC と AD の違いは？
以上のような経緯を経て平成 18（2006）年４
月に筑波大学附属図書館にキャラクターが登場し
たが、その時点では新電子図書館システムの導入
直後ということもあり、有志を含め関係者がシス
テムやWebページの調整、利用案内の作成など
に追われることになり、大々的な登場キャンペー
ンを打つことはできなかった。しばらくは有志を
中心に、館内の掲示物や配布物にワンポイント
程度で登場させるに止まった。しかし、やがて
職員の間でも認知が高まり「キャラクターを使い
たい」という声が聞こえるようになり、キャラク
ターの使用は有志以外へと広がっていった。
その点でキャラクター登場以前と登場以後
（見出しでは、紀元前と紀元後にちなんで「BC
（Before Characters）」と「AD（After Dawn）」と表
記してみた）を比べると、やはり職員の間で意識
の変化が起こったように感じられる。それまでは
事務文書の延長という雰囲気が強かった掲示物や
配布物から、余白にキャラクターをワンポイント
で入れたり、最初からキャラクターを入れること
を前提に作ったりするようになる等、利用者の目
に留まるもの、見て楽しいものを作ろうという意
識が高まっていった。必然的にキャラクター以外
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の部分、例えばフォントやレイアウト、色使いな
どにも配慮し、デザイン性を強く意識したものが
作られるようになっていった（図５）。キャラク
ターの画像を使いやすい形式に加工して共有フォ
ルダに置いて、職員の誰もが自由に使えるように
しておいたということもあるが、職員が積極的に
かつ楽しんでそれらを使ってデザイン面にも配慮
した掲示物や配布物を作成するようになった、と
いう事実は興味深い。キャラクターだけが理由と
は言えないが、職員の間に広報意識が高まる過程
においてキャラクターが大きな役割を果たしたこ
とは確かと言える。
図５　デザイン性を意識した掲示物の例
６．評判はいかに？
キャラクターに限らないが、新しいものを作っ
た時にまず気になるのは、外部の評判である。し
かし筑波大学附属図書館のキャラクターに関し
て、利用者側からの反応は当初は皆無であった。
当時、新システムの調整に注力しており、また
キャラクターの展開も当初は手作りの掲示物や
配布物がメインということもあって、地味な浸透
を図るという方法しか採れなかったことに起因す
る。「このキャラクターは何ですか？」などの何
らかの反響があれば、そこから展開をするという
ことも考えられたが、当初は本当にキャラクター
を使って作成した掲示物や配布物を、そもそも
ちゃんと見てくれているのか不安になるくらい無
反応であった。
事態が大きく動いたのは、筑波大学図書館情報
メディア研究科と附属図書館の研究開発室が共同
で作成した「図書館情報リテラシー教本」という
情報リテラシーの教科書にキャラクターが採用
されたことがきっかけだった（図６）。このリテ
ラシー教本はまず「試作版」が作られたが、その
試作版を図書館情報学図書館に配架したところ、
とある学生が自身のブログで取り上げ 3）、それが
きっかけでキャラクターが広く知られるように
なっていった。
図６　「図書館情報リテラシー教本」での使用例
実はリテラシー教本でのキャラクターの使われ
方は、こちらの想定からやや外れた部分もあった
のだが、それでも 2人一組で掛け合いを行うなど
当初のコンセプト通りの使用であり、しかも掛け
合いやリテラシー教本そのものの内容の充実度が
高かったこともあり、結果として非常に良いプロ
モーションとなった。またキャラクターを取り上
げたブロガーも、その後引き続いてキャラクター
を自主的に取り上げてくれており（附属図書館か
らは依頼などは一切行っていない）、図らずも図
書館外に強力なサポーターを持つ形となった。こ
のブロガーが居なければ、筑波大学附属図書館の
キャラクターがここまで知名度を得ることは無
かったと思われる。
当初に想定した流れではなかったものの、結果
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としては非常によい形で学内外へのアピールが行
われ、概ね好意的な評価を得て現在に至ってい
る。
７．どんな風に使われているの？
筑波大学附属図書館のWebページでは、主に
以下の箇所で使用されている。
● つくばリポジトリ（機関リポジトリ）の FAQ
ページ（図７）
● 「週５図書館生活、どうですか？」およびプロ
モーションビデオ「週５図書館生活、どうです
か？ The Movie」（図８）
●  Prism（図書館からの役立つ情報ページ／パン
フレット）（図９）
図７　つくばリポジトリの FAQページ
図８　「週５図書館生活、どうですか？」のWeb ページ
図９　Prism（図書館からの役立つ情報）
その他、筑波大学附属図書館外の「ファン」の
手によるブログ記事や Twitterのつぶやき等でも、
姿や名前を見かけることもあると思われる。また
現時点では特に画像の使用を規制していないこと
もあり、Twitterのアイコンに筑波大学附属図書
館のキャラクター画像が加工の上で使用されてい
る例も散見される。
一方、印刷物としては先述の「図書館情報リテ
ラシー教本」をはじめ各種オリエンテーションで
の配布資料等のテキスト類、各種掲示物や配布物
等にもワンポイントとしてよく利用されている
（図 10）。特に作成意図や用法を全職員に対して
詳細に説明したことは無かったが、自然と 2人一
組の掛け合いといった用法が浸透しており、2人
一組というコンセプトが間違っていなかったと思
える場面が多く見られる。
また、オープンキャンパスでは高校生に配るう
ちわ（図 11）や文庫本カバーの図柄として例年
がまじゃんぱーの顔を使用しているが、高校生に
も非常に人気である。その他、機関リポジトリの
プロモーショングッズにも使用され（図 12）、い
わゆる「キャラクターグッズ」としての展開も行
われている。
最近では、国立情報学研究所の CSI事業の成
果発表などでポスターを作成し、学内外で展示・
発表する機会も多いので、そこでもキャラクター
を使用することがある（図 13）。内容にもよる
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が、キャラクターがいることで人目を惹く効果が
あるようだ。
８．考察
誕生から４年を経過して、掲示物・配布物等に
もごく普通に用いられるようになり、また予想外
の人気を得るに至り、キャラクターとしては非常
に成功したと言える。しかし経緯で述べたよう
に、その誕生は多分に幸運に支えられた部分が大
きかった。また知名度を得られるようになった
きっかけも、附属図書館の広報によるものではな
く、図書館外に強力なサポーターがついたという
偶然によるものであった。しかしその幸運と偶然
を生かすことができたのは、キャラクター作成の
有志をはじめとする附属図書館職員が広報体制に
少なからず問題意識を抱き、改善の機会を窺って
いた点が大きかったと考える。
また、キャラクター自体も比較的線がはっきり
として、いわゆる「ゆるキャラ」とは若干異なっ
た造形であったことも、広く受け入れられた理由
であると考えられる（キャラクター全体として
「ゆるキャラ」に該当するかどうかは別の問題と
なるだろう）。また、がまじゃんぱーの方が比較
的人気なのは、一般的な傾向として人間系より動
物系のキャラクターの方が好まれることに依ると
考えられる。ただし、学生や他大学の図書館関係
者などから話を聞く限りでは、決してちゅーりっ
ぷさんに人気が無いということではないようだ。
筑波大学附属図書館のキャラクターが人気に
なった理由は上記のようなものが推測されるが、
あくまで職員から見た印象であり、特に客観的な
図 12　キャラクターを使用した機関リポジトリのプ
ロモーショングッズ（CD-R）
図 11　キャラクターグッズの一例（うちわ）
図 10　キャラクターを使用した掲示物の例
図 13　キャラクターを使用したポスターの例
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証拠があるわけではない。異論も多くあるだろ
う。今後のキャラクターの安定的な活用を考え
る上では、学生・教員へのヒアリング・調査など
を通じて、なぜここまでがまじゃんぱーとちゅー
りっぷさんが受け入れられるようになったかの詳
細な分析が必要であると考える。
９．課題と今後の展開など
キャラクターの誕生当初は設定が確定していな
かったため使用の際に若干の混乱が生じた。例え
ば、先述のとおりリテラシー教本で一部想定外の
利用があったことなどである。またそれに関連
して、明文化された利用ガイドラインの不備が指
摘されている。現在のところ、使用するのはほと
んど附属図書館の職員に限られているため、目が
届きやすく、仮に不適切と思われる利用があって
も、比較的早い段階でフォローできると思われ
る。ただここ最近、附属図書館外で「筑波大学
附属図書館のキャラクターを使用したい」という
問い合わせが来るようになった。また先述のとお
り、Web上などでは、キャラクターの画像を加
工して使用している例も確認されている。
現時点では、問い合わせには個別に対応してお
り、また幸い問題となる利用は見つかっていな
い。しかし、仮に問い合わせが頻繁に来るように
なったり、問題があると見なされる利用が発見さ
れたりした場合に備えて、ガイドラインの整備を
考慮する必要がある。しかし、仮にガイドライン
や規則の整備を行う場合には、利用促進と規制の
間でバランスを取る必要があり、相当難しい判断
が必要になると考える。
また、キャラクターを今後一層活用していく上
では、現状の立ち絵と表情のバリエーションだけ
では不足しているという問題もある。姿や表情の
パターンが限られてしまうため、見飽きてしまう
可能性がある。データの元ファイルも納品されて
いるので、必要に応じて自前でバリエーションを
作成することは可能だが（すでに数パターンを作
成済で、使用されている）、品質ではやや劣って
しまう。
加えて、がまじゃんぱーに比べてちゅーりっぷ
さんの人気が一見低調のように見えるので、そち
らの底上げも今後の課題である。決して人気が無
いわけではないようなので、何らかの形でちゅー
りっぷさんを活用できるような企画を考えていき
たい。
上記のように、キャラクターを使用する上で抱
えている問題は少なくないが、それでも筑波大学
附属図書館の職員がキャラクターを積極的に活用
していく状況は今後とも続いていくと思われる。
更に職員による利用だけでなく、学生や教員との
コラボレーション 6）などによって、活用の場や
形態を広げていきたいと考えている。様々な場面
で作成者も想像しなかった活用が生み出されてい
く雰囲気を大切にしつつ、より広い活用とそれに
よる認知度の更なる向上を目指し、最終的には筑
波大学附属図書館の知名度を高めていきたい。
また、類似例 7）を見る限りハードルは相当高
いと思われるが、大学公認のキャラクターとなる
道も模索していくつもりである。さらに、今後海
外への訪問や発表の機会も増えると予想される
が、筑波大学附属図書館のプレゼンスを発揮する
のに併せてキャラクターの海外進出も図り、双方
の世界的な知名度の向上にも努めていきたい。世
界中でがまじゃんぱーとちゅーりっぷさんの姿が
筑波大学附属図書館と結びつくようになるのが理
想である。
10．おわりに
筑波大学附属図書館におけるキャラクターの存
在意義とは、見る人に親しみや楽しさを与える存
在であると考える。同時に、職員にとっても使う
ことの楽しさ、キャラクターを通じた見る人と
のコミュニケーションを提供してくれる存在であ
る。筑波大学附属図書館ではまだほとんどできて
いないが、キャラクターとは、使い方によっては
利用者～図書館間の双方向コミュニケーション
ツールともなり得るものである 8）。
このようなキャラクターとの良好な関係を今後
も維持しつつ、新たな展開も模索し、文字通り筑
波大学附属図書館の「ブランド」として通用する
よう、今後とも永くがまじゃんぱーとちゅーりっ
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ぷさんとともに歩んでいきたい。
本稿は、平成 22 年 8 月 26 日に行われた東海地
区大学図書館協議会研究集会で発表した内容に、
若干の加筆・修正を加えたものである。発表に
使用したスライド（PDFファイル）は、以下の
URLに置いた。
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/~garu/100826.pdf
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